
                               

   

 

芭蕉翁生誕 380年記念事業 事業報告 
 

2023（令和 5）年度   

① 公式ロゴ・ポスター 

（2023年 12月～配布） 

多くの人に芭蕉さんのふるさ

とが伊賀であることを伝え、伊

賀の魅力を発信していくため、

キャッチフレーズを「おかえ

り、芭蕉さん ふるさと伊賀

へ。」としています。ポスターの

キービジュアルとロゴの「芭蕉

クン」キャラクターは、伊賀市

出身イラストレーターの古川

タクさんに描いていただきま

した。 

 

 

② 第 1期協賛事業緒募集 

（広報いが 12 月号とチラ

シを同時配布） 

協賛事業（補助事業・冠事業）

を募集し、7事業の応募があり

ました。審査会を開催し、補助

事業 1、冠事業 6を採択しまし

た。 

 

③オープニングイベント 

2024年 1月 28日 

（広報いが 1 月号掲載、チ

ラシを小中学校などに配

布） 

市長と 5 人のアナウンサーに

よる「奥の細道」朗読会、講談

「松尾芭蕉」、芭蕉パフォーマ

ンス、合唱「芭蕉」など、芭蕉

づくしのイベントを開催しま

した。 

また、芭蕉にちなんだ和菓子の

配布、IGAMONO が当たる抽

選会も行い、約 400 名の参加

者から好評を博しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



                               

   

 

④芭蕉さんガイドブック 

A5判 44ページ 

（１月～ オープニングイ

ベント参加者、実行委員会・

部会などに配布）（2 月～ 

市内小中学校、年長児童に

配布） 

幅広い年代を対象に、芭蕉さん

の人柄と作品の魅力が伝わる

よう「芭蕉さんガイドブック」

を作成しました。学校でも使っ

てもらいやすいよう、フルカラ

ー、総ルビとなっています。 

 

 

 

 

⑤SNS「旅する芭蕉クン」 

伊賀市公式フェイスブック

で 2月から随時公開 

4月以降は公式インスタグ

ラムも開始 

 

芭蕉クンが、市内をはじめゆか

りの地を訪れ、さまざまなイベ

ントに参加する様子を SNS で

発信します。事業を通じて、関

連自治体や団体との交流を促

進し、芭蕉顕彰や俳句でのつな

がりを広めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥第 2期協賛事業募集 

（広報いが 2月号に記事掲

載） 

協賛事業（補助事業・冠事業）

を募集し、20 事業の応募があ

りました。審査会を開催し、補

助事業 17、冠事業 3を採択し

ました。 

 

⑦俳句が似合う芸能人コン

テスト 

（広報いが 3 月号、PR 

TIMES、定例記者会見など

で周知） 

Web フォームでの投稿による

「俳句が似合う芸能人コンテ

スト」を開催しました。 

6月に結果を公表し、総合順位

1～3 位受賞者を表彰するとと

もに、結びイベントへの出演交

渉をしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ノベルティ、啓発ツール

の作成 

懸垂幕、インタビューボード、

ロゴシール、職員用名刺デザイ

ン、芭蕉クンアクリルスタン

ド、マグネットシール、クリア

ファイル、缶バッチ、トートバ

ッグ、芭蕉クン自立パネル、の

ぼり、オリジナルハイチュウ 

など 

 

 

 

 

 

 

 

 

【総合順位】

1 梅沢　富美男

2 甲本　ヒロト

3 千原　ジュニア



                               

   

 

2024（令和 6）年度   

① 俳句ジュニアカップ 

（広報いが 5 月号、PR 

TIMESなどで周知） 

俳句文化の振興を図るため、ジ

ュニア世代（小学４～中学３

年）にインターネットを通じて

投句してもらいました。 

小学生部門に 607 句、中学生

部門に 864 句の投句があり、

受賞者を⑤のイベントに招待

し表彰しました。 

 

 

 

 

② 芭蕉さんグルメ（伊賀上

野NINJAフェスタ同時

開催） 

2024年 5月 3日（金祝） 

（NINJAフェスタチラシ、

報道各社への資料提供など

で周知） 

NINJA フェスタ初日に、市内

外から訪れる多くの人に「芭蕉

さんのふるさと伊賀」を周知す

るため、俳聖殿前広場でグルメ

イベントを実施しました。 

芭蕉さんにちなんだフードや

スイーツを販売し、約 600 人

の来場者に記念事業の周知も

行いました。 

 

 

 

③ 芭蕉×
d e

ＡＲＴ 

ジュニア絵画コンクール 

（広報いが 7月号、PR 

TIMESなどで周知） 

 

全国のジュニア世代（小学４～

中学３年）を対象に、芭蕉の俳

句をテーマにした絵画作品を

募集しました。 

小学生部門に 62点、中学生部

門に 13点の応募があり、受賞

者を⑪のイベント開催日に表

彰しました。 

 

 

 

 

 

 

 

④ 芭蕉×
d e

ＡＲＴ 

特別公募展 

（広報いが 8月号、PR 

TIMES、定例記者会見など

で周知） 

芭蕉の俳句や理念から創造す

る現代アート（工芸美術）作品

を、12月末まで募集しました。

78 点の応募があり、最優秀賞

100 万円、優秀賞 10 万円、

入選 3 万円を副賞とし、入賞・

入選作品19点を史跡旧崇広堂

で 2025 年 3月 1日から 16

日まで展示します。 

 

 

 

 

 

 

 



                               

   

 

⑤ 駅舎デジタルサイネー

ジ、伊賀鉄道ヘッドマ

ーク、バスマスク、新

聞広告、ポロシャツ作

成などによる広報活動 

JR 大阪駅、近鉄なんば駅など

のデジタルサイネージへ記念

事業広報物の掲示を行ったほ

か、公共交通機関を利用した広

報、新聞への「芭蕉クン」掲載

などを行いました。 

 

 

 

 

 

⑥ 「水田わさびさんと俳

句を楽しむぐり！」（市

民夏のにぎわいフェス

タ同時開催） 

2024年 8月 24日（土） 

（広報いが 7 月号、PR 

TIMES、個別記者会見など

で周知） 

市民夏のにぎわいフェスタと

同日に、ハイトピア伊賀 5 階

で、小学生を対象としたイベン

トを実施しました。 

水田わさびさんをゲストにお

招きし、トークイベント、俳句

ゲーム、俳句ジュニアカップ表

彰式、抽選会を行い、約 300人

の参加者で賑わいました。 

共催：いが☆グリオ実行委員会 

 

 

 

 

 

⑦ ニュートロ芭蕉祭（芭

蕉祭同日開催） 

2024年 10月 12日（土） 

（広報いが 9月号、デジタ

ルサイネージ、定例記者会

見などで周知） 

 

毎年10月12日に開催してい

る芭蕉祭と同日に、かつての芭

蕉祭の賑わいを再現しながら

新しい企画を盛り込んだ、ニュ

ーでレトロな「ニュートロ芭蕉

祭」を開催しました。 

「ご当地キャラフェスタ」や

「芭蕉さんグルメ」に多くの人

が訪れました。 

企画・実施：伊賀市文化都市協

会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 翁のおやつ 伊賀白鳳高等学校フードシス

テム科パティシエコースの学

生と協働し、芭蕉翁をイメージ

したオリジナル菓子を制作し、

月見の宴、協賛事業などで提供

しました。企画・実施：月見の

献立再現の会 

 

 

 

 

 

 



                               

   

 

⑨ 俳文学会全国大会 

2024年10月26日（土）、

27日（日） 

 

2024 年度俳文学会第 75 回

全国大会を伊賀市に誘致し、2

日間にわたる研究発表のほか、

市民が参加できる公開座談会

を実施しました。 

参加した俳文学研究者には、記

念事業ノベルティを配布しま

した。 

企画・実施：第 75回俳文学会

全国大会実行委員会 

 

 

⑩ 学習まんが読本「芭蕉さ

ん」デジタル版配布 

（校園長会及び市内児童生

徒への案内チラシ、結びイ

ベント当日プログラムなど

で周知） 

過去の周年事業で作成・配布し

た、学習まんが読本「芭蕉さん」

を、多くの人に読んでいただく

ため、デジタル版を作成し公開

しました。 

多言語翻訳、音声

読み上げができ

るアプリを利用

しています。 

 

 

⑪ 結びイベント「芭蕉さん 

さらなる旅へ。」 

2024年12月6日（金） 

（広報いが 10月号、PR 

TIMES、定例記者会見など

で周知） 

 

伊賀市文化会館で、記念事業の

結びイベントを開催しました。 

メインイベントとして「俳句が

似合う芸能人コンテスト」総合

3位、芸人部門 1位の千原ジュ

ニアさんトークショーや、俳句

が似合う芸能人コンテスト表

彰式、俳句ゲーム、芭蕉パフォ

ーマンスなどを行いました。 

当日は、1,000人を超す来場者

で賑わいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


